
NO. 1 担当課

十島村PRプロジェクト 事業名

基準値 目標値（H32）

― 26名/累計

指標値（H29） 5 26名

実績値（H29） 5 5名

達成度 100 19.23%

【歳出】広告料・委託料

　　　3,272,000円

【歳入】寄付金

　　　3,272,000円

3,272,000円 歳入総額

事業概要

　本村の定住支援制度等をマスメディア等を活用して広く周知し、定住希望面談
回数の増加から移住者の増加を図る。また、当該事業の財源については、企業か
ら寄附を募り、事業費に充てることとする。
　本村は“最後の秘境の地”とも呼ばれ、豊富な観光資源を有するとともに、全
国でもトップクラスの定住支援制度はあるものの、他離島と比べ知名度が低い現
状から、移住希望者等の目に留まりにくく、定住希望者の効率的な確保が行いに
くい現状であることから、本村の定住に係る各種支援制度や村の情報をマスメ
ディア等を活用して広く周知することにより定住希望者を増加させ、最終的には
本村の人口増加に資することを目的とする。

地方創生応援税制（企業版ふるさと納税）　事業効果検証シート

総務課

認定された
地域再生計画 十島村政等PR事業

総合戦略での位
置付け

【基本目標】　島への新しい人の流れをつくる
【個別施策】　村政・観光PR
　　　　　　　十島村の知名度を上げることで、十島村を旅行先としての選択肢に加える
　　　　　　　人が見込まれ、観光入れ込み客数の増加につながる。さらに、定住者増加
　　　　　　　に期待できる。

KPI
重要業績評価指数（KPI）

移住者数（本事業が起因）

本事業での重要
業績評価指数

（KPI）
移住者数（本事業が起因）

意見等

・マスメディア等を通じたＰＲ効果として、移住者の実績や問合わせの件数から
も一定の効果があった。今後、問合せから実際の移住までに至らないケースなど
原因分析により、問題を解決していくなど取組みのレベルアップを図る必要があ
る。

・事業後に相当の問合せ件数があり、5名の移住者が実績として上がっているの
で有効であったと評価できる。今後は、Ｗｅｂ上でのＰＲについても検討が必要
ではないか。

・マスメディアの活用と移住対策をセットとして戦略的に展開し効果を上げてい
る。今後、産業的人材担い手にしぼった呼び込み作戦が必要である。

・テレビ、新聞を使って、十島村の知名度が上がり、観光客、定住者、ふるさと
納税者が増えてきている。今後は、県内だけではなく、全国のテレビ・新聞を
使って、知名度を上げて欲しい。

・ＳＮＳの検討やもう少し多様な試みの検討が必要なのではないか。移住後の十
分なサポート、情報を提供すれば、移住者も安心するのではないか。

＜有識者会議での評価＞
①総合戦略のKPI達成に有効であった
②総合戦略のKPI達成に有効とは言えない

事業経費

歳出総額 3,272,000円

有識者会議での結果

有識者会議での評価 ①総合戦略のKPI達成に有効であった



NO. 2 担当課

十島村多世代交流・地域連携プロジェクト 事業名

基準値（H26） 目標値（H31）

0施設 6施設

目標値（H29）

実績値（H29）

達成度

目標値（H29）

実績値（H29）

達成度

目標値（H29）

実績値（H29）

達成度

【悪石島】51,406,310円

　　　設計：2,511,000千円　工事管理：1,483,310円　工事：47,412,000円

【小宝島】51,517,690円

　　　設計：2,511,000千円　工事管理：1,486,690円　工事：47,520,000円

102,924,000円 歳入総額

有識者会議での評価 ①総合戦略のKPI達成に有効であった

意見等

・今後、施設利用のあり方など島民から意見を聞き少しずつより良い環境にしてほしい。

・施設整備をしたことにより、雇用者が増え、人口増加が図られていることから効果があったと思
う。また、若い世代の移住者が住みやすい環境になっているので、今後、更に人口が増えて欲しい。

・小規模離島での子育て環境、日本一のトカラ列島でアピールし施設の効果的活用をはかる必要があ
る。

・雇用が創出され、子どもから高齢者まで多世代の交流施設として活用されているので、一定の効果
があったと評価できる。

・若い子育て世代や、高齢者見守り支援に有効であった。特に、移住、定住者の就労の受皿として評
価できる。今後、移住対策と地域福祉の推進として、一帯的に取組んでいって欲しい。

＜有識者会議での評価＞
①総合戦略のKPI達成に有効であった
②総合戦略のKPI達成に有効とは言えない

有識者会議での結果

事業概要

　介護保険摘要の介護福祉施設・認定保育所等の設置が困難な地域であるが，急激に進む高齢化の中，高

齢者の「住み慣れた島々で最後まで過ごしたい。」という強い思いや積極的な定住対策により若い世代の

転入が多く，児童・生徒を含め未就学児が増加している中で，子育て世代からの保育支援・放課後の学童

などの要望が強く，地域では，高齢者の見守り支援などの介護予防や高齢者の社会参加・支え合い体制づ

くりを望んでいることから，子どもから高齢者までが集える場所の提供を図る。

事業経費

歳出総額 51,462,000円

本事業での重要
業績評価指数
（KPI 2）

高齢者見守り支援に係る雇用者数（単
位：人）

10

10

100%

本事業での重要
業績評価指数
（KPI 3）

未就学児童の保育活動日数及び高齢者見
守り支援活動日数（単位：日）

180

131

73%

8

9

113%

地方創生拠点整備交付金　事業効果検証シート

住民課

認定された
地域再生計画

十島村悪石島・小宝島多世代交流・地域連携整備事業

総合戦略での位
置付け

【基本目標】　若い世代の移住・結婚・出産・子育ての希望をかなえる
【個別施策】　地域子育て支援拠点施設事業
　　　　　　　・各島子育て世代のニーズにあった施設を整備する。

KPI
重要業績評価指数（KPI）

地域子育て支援拠点施設数

本事業での重要
業績評価指数
（KPI 1）

未就学児童の保育に係る雇用者数（単
位：人）


